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序     文 
 

エジプト・アラブ共和国（以下、「エジプト」と記す）では、国内産業基盤整備の遅れから

輸出競争力が低位にとどまっており、恒常的な輸入超過を石油収入、観光収入、スエズ運河通

行料、及び海外送金の4大外貨収入で補填する収支構造となっています。近年、国際的な景気

低迷、不安定な中東情勢による観光客の減少等から、これら外貨収入が低迷しており、エジプ

トはこの厳しい環境を踏まえ、輸出拡大を最重要戦略として位置づけ、各種の輸出振興施策を

展開しています。その新たな方策として、わが国の日本貿易振興会〔ジェトロ（JETRO）〕を

参考にした政府輸出促進機関エジプト版ジェトロ「エジプト輸出振興センター（Egyptian Export 
Promotion Center：EEPC）の設立が進められることになりましたが、その後、エジプト政府内

での検討の結果、通商産業省傘下の旧エジプト貿易振興センター（EEPC）を改組して発足さ

せる旨政策決定され、2005年7月の第1回「EEPC役員会」によって正式に新エジプト国輸出振

興センター（新EEPC）の設立が承認されました。 

新EEPCの立上げについて、エジプト政府はわが国政府に専門家派遣による支援を要請し、

わが国側はこれに応えて2004年11月より「輸出促進政策アドバイザー（2年間）」を派遣中であ

る。また、これと同時に、新組織発足後の業容・機能の拡大に合わせた総合的な協力として技

術協力プロジェクトが要請され、2006年3月に第1次事前評価調査を実施した。右調査では、関

係者で参加型PCMワークショップを行い、政府により提供されている輸出振興サービスの問題

点を民間セクターとともに洗い出しをするなど今後の新EEPCの役割について協議し、プロジ

ェクトの計画策定に必要な情報を収集した。 

今次、第2次事前評価調査においては、第1次事前評価調査の結果をベースに具体的協力内容

の検討・協議を行い、R/D及びM/Mの署名交換を行いました。本報告書は、第2次調査の調査結

果を取りまとめたものです。この場をお借りして、調査団派遣にご協力いただいた日本とエジ

プト両国間の関係各位に対し、深甚なる謝意を表すとともに、今後のプロジェクトの実施にあ

たり、引き続きのご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 平成18年8月 

 

独立行政法人国際協力機構 

経済開発部長 佐々木 弘世 
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第１章 調査団の概要 
 

１－１ 調査団派遣の背景 

エジプトでは、国内産業基盤整備の遅れから輸出競争力が低位にとどまっており、恒常的な

輸入超過を石油収入、観光収入、スエズ運河通行料、及び海外送金の4大外貨収入で補填する

収支構造となっている。近年、国際的な景気低迷、不安定な中東情勢による観光客の減少等か

ら、これら外貨収入が低迷しており、エジプトはこの厳しい環境を踏まえ、輸出拡大を最重要

戦略として位置づけ、各種の輸出振興施策を展開している。その新たな方策として、わが国の

日本貿易振興会〔ジェトロ（JETRO）〕を参考にした政府輸出促進機関エジプト版ジェトロ「エ

ジプト国輸出振興センター」（Egyptian Export Promotion Center：EEPC）の設立が進められる

ことになったが、その後、エジプト政府内での検討の結果、通商産業省（Ministry of Trade & 
Industry：MTI）傘下の旧エジプト貿易振興センター（EEPC）を改組して発足させる旨政策決

定され、2005年7月の第1回「EEPC役員会」によって正式に新エジプト国輸出振興センター（新

EEPC）の設立が承認され発足した。 

新EEPCの立上げについて、エジプト政府はわが国政府に専門家派遣による支援を要請し、

わが国側はこれに応えて2004年11月より「輸出促進政策アドバイザー（2年間）」を派遣中であ

る。また、これと同時に、新組織発足後の業容・機能の拡大に合わせた総合的な協力として技

術協力プロジェクトが要請され、2006年3月に第1次事前評価調査を実施した。右調査では、関

係者で参加型PCMワークショップを行い、政府により提供されている輸出振興サービスの問題

点を民間セクターとともに洗い出しをするなど今後の新EEPCの役割について協議し、プロジ

ェクトの計画策定に必要な情報を収集した。 

今次、第2次事前評価調査においては、第1次事前評価調査の結果をベースに具体的協力内容

の検討・協議を行い、R/D及びM/Mの署名交換を行う。 

 

１－２ 調査目的 

 ① プロジェクト実施に係る計画、基本的枠組みについて協議を行う。 

 ② プロジェクトの投入内容について協議を行う。 

 ③ 評価5項目の視点からプロジェクト実施の可否について検討する。 

 ④ 上記協議結果をR/D、M/Mにまとめ署名交換を行う。 

 

１－３ 団員構成 

 （１）総括/団長 JICA経済開発部 第一グループ長 小澤 勝彦 

 （２）輸出振興 JETRO貿易開発部 主査 長田 榮一 

 （３）協力計画 JICA経済開発部 第一グループ貿易・投資・ 木下 康光 

 観光チーム 主査  

 （４）評価分析 A&Mコンサルタント有限会社 松本 彰 
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１－５ 主要面談者 

 （日本側） 

若林 寛之 JICA専門家（輸出促進政策アドバイザー） 

和田 康彦 JICAエジプト事務所次長 

庄司 いずみ JICA事務所員（同プロジェクト担当者） 

鈴木 実 ジェトロエジプト事務所長 

森 則和 ジェトロエジプト事務所員 

若林 利昭 ジェトロエジプト事務所員 

金子 眞哉 FTTCプロジェクト専門家（チーフアドバイザー） 

 

（エジプト側）  
MTI 

Rachid Mohamed Rachid Minister 
Samiha Fawzy First Assistant to the Minister 
Hossam Aly Elcheikh Advisor to the Minister 

 
Ministry of Foreign Affairs 

Alaa El Kashef Plenipotentiary 
 Director for Committee of Arrivals, Trainings, 

Finance and Technical Support 
 

EEPC 
Haytham Ahmed Deyab Executive Director 
Ashraf H.Nasr Director, Export Service and Information 
Mahmoud Shafie Sayed Director, Financial & Administration 
Sherine Al Alamy Manager, Export & Business Councils 

 Coordination, Policy Adovocacy 
 

貿易研修センター（Foreign Trade Training Center：FTTC） 
Said T. Harb Executive Director 
Hala Gidamy Deputy Executive Director 

 
産業近代化センター（Industrial Modernization Centre：IMC）  

Adham Nadim Deputy Executive Director 
Nagui T. El-Fayoumi Operations Director 

 
Mak Brake Lining Company 

Ahmed F.A. Wahab Managing Director 
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第２章 調査結果概要 
 

２－１ 調査結果概要表 

１．案件名 

エジプト国輸出振興センタープロジェクト 

２．協力概要 

（１）プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

① エジプト輸出業者の輸出体制が整い、輸出に対する理解が促進される。 

② EEPCの支援体制が整備され、輸出促進に有用な市場情報（国際貿易情報提供/市場

調査/企業支援サービス）を提供できる機能が強化される。 

 

（２）協力期間 

2006年11月から3年間 

 

（３）協力総額（日本側） 

2億円未満（計画） 

 

（４）協力相手先機関 

プロジェクト監督機関：通商産業省（MTI） 

プロジェクト実施機関：EEPC 

 

（５）国内協力機関 

経済産業省、ジェトロ 

 

（６）裨益対象者及び規模、等 

EEPC職員及び輸出審議会 

３．協力の必要性・位置づけ 

（１）現状及び問題点 

エジプトでは、国内産業基盤整備の遅れから輸出競争力が低位にとどまっており、

恒常的な輸入超過を石油収入、観光収入、スエズ運河通行料、及び海外送金の4大外貨

収入で補填する収支構造となっている。近年、国際的な景気低迷、不安定な中東情勢

による観光客の減少等から、これら外貨収入が低迷しており、エジプトはこの厳しい

環境を踏まえ、輸出拡大を最重要戦略として位置づけ、各種の輸出振興施策を展開し

ている。その新たな方策として、わが国のジェトロを参考にした政府輸出促進機関エ

ジプト版ジェトロ「EEPC」の設立が進められることになったが、その後、エジプト政

府内での検討の結果、MTI傘下の旧エジプト貿易振興センター（EEPC）を改組して発

足させる旨政策決定され、2005年7月の第1回「EEPC役員会」によって正式に新エジプ

ト国輸出振興センター（新EEPC）の設立が承認された。新組織の立上げについて、エ

ジプト政府はわが国政府に専門家派遣による支援を要請し、わが国側はこれに応えて

2004年11月より「輸出促進政策アドバイザー（2年間）」を派遣中である。また、これ

と同時に、新組織発足後の業容・機能の拡大に合わせた総合的な協力として技術協力

プロジェクトが要請された。2005年7月の組織設立後、2005年10月に新理事長が正式に

就任し、人員配置、予算措置も行われるなかで、組織の方向性も固まりつつある。同

機関を中心に輸出振興促進のための環境整備を図ることを目的としたプロジェクト

が、2004年5月にわが国に対して技術協力プロジェクトの要請がなされ、2006年3月に
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第1次事前評価、また7月に第2次事前調査が実施され、今後の協力方針についてエジプ

ト側と協議が行われた。 

 

（２）相手国政府国家政策上の位置づけ 

エジプトの国家開発計画において、経済のグローバリゼーションに対応すべく、国

際収支赤字の改善、雇用創出の打開策として、「輸出促進」が重要な戦略に定められて

いる。さらに、輸出拡大によって、ビジネスの裾野の拡大、雇用の創出や外貨収入の

向上を図ることが求められていることから、本件実施の妥当性は高いと判断される。 

 

（３）わが国援助政策との関連、JICA国別事業実施計画上の位置づけ（プログラムにお

ける位置づけ） 

一方、わが国の援助政策やJICA国別事業実施計画上でも、「経済・社会基盤の整備、

産業の振興」がそのひとつとして掲げられ、特に「貿易促進・投資環境整備」を今後

の協力の重点のひとつとしていることから、整合性は非常に高い。 

 

４．協力の枠組み 

〔主な項目〕 

（１）協力の目標（アウトカム） 

① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

＜プロジェクト目標＞ 

1．エジプト輸出業者の輸出体制が整い、輸出に対する理解が促進される。 

2．EEPCの支援体制が整備され、輸出促進に有用な市場情報（国際貿易情報提供

/市場調査/企業支援サービス）を提供できる機能が強化される。 

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標） 

＜上位目標＞ 

エジプトの輸出が拡大し、輸出企業数が増加する。 

 

（２）成果（アウトプット）と活動 

＜アウトプット1＞ 

（輸出審議会の機能活性化・強化） 

1．輸出審議会の組織が一層活性化し、機能が強化される。 

＜活 動＞ 

1-1．輸出審議会が、適切に機能するよう支援する。 

1-2．輸出審議会が、産業別輸出戦略やアクションプランの策定及び実施にあたっ

て支援する。 

 

＜アウトプット2＞ 

（輸出データ精度プロセスの向上） 

2．輸出統計データの精度が向上するような仕組みづくりを行う。 

＜活 動＞ 

2-1．輸出審議会と輸出入検査管理・監督庁（General Organization for Export and
Import Control：GOEIC）とともに輸出統計の収集及び分析を行う。 

2-2．エジプト輸出統計と国際貿易統計との比較分析を行い、月間報告書としてま

とめる。 

2-3．上記活動の結果、輸出統計の確度向上のための方策について明らかにする。
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＜アウトプット3＞ 

（市場情報・調査機能の向上） 

3．海外の市場関連情報・調査機能が向上する。 

＜活 動＞ 

3-1．通商代表部（Egyptian Commercial Service：ECS）及び他の政府輸出促進サー

ビス機関と共同して、現存、利用可能な海外情報及び輸出データを収集、分

析する。 

3-2．輸出審議会の要望に応じて市場情報調査を行う。 

3-3．「インフォメーション・センター」（ビジネス・ライブラリーを含む）を立上

げ、その機能を強化する。 

 

＜アウトプット4＞ 

（選定分野における国際市場への参入支援） 

4．プロジェクトが選定した分野において、国際市場への参入が拡大する。 

＜活 動＞ 

4-1．プロジェクトが支援とする輸出分野を選定する。 

4-2．選定した輸出分野に対して、能力向上の支援を行う。 

 

（３）投入（インプット） 

① 日本側 

1．長期専門家の派遣 2名 

(1) チーフアドバイザー（大臣アドバイザーが兼任） 

(2) 情報・調査/業務調整  

2．短期専門家の派遣 6名（3年間計。派遣分野や、時期・期間は実施協議時に策

定） 

（短期専門家の投入は、プロジェクトの進捗及び専門家のリクルート次第であ

る。また、専門家の分野、人数、派遣期間は今後、プロジェクト計画に沿って

検討） 

3．機材供与 

プロジェクト実施に必要な機材（コンピューター、コピー、プレゼン用機器等）

4．カウンターパート研修 

カウンターパート受入れ、通算6名程度（年2名程度） 

5．プロジェクト活動費用 

② エジプト側 

1．カウンターパート（EEPC職員） 

2．プロジェクトオフィス提供 

3．ローカルコスト負担（カウンターパートの給料・旅費、事務機器・家具、調査

活動費、情報収集費、プロジェクト運営経費など 

 

（４）外部要因（満たされるべき外部条件） 

１）前提条件 

① エジプトの輸出促進政策全体像と実施体制が明確になる。 

② 輸出業者、なかでも特に輸出審議会に対する効果的なサービスを提供できる

よう、EEPCの役割及び機能が明確になること。 

２）成果（アウトプット）達成のための外部条件 

① EEPCの予算が大幅に減少しない。 
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② EEPCに対する政府輸出促進サービス機関すべての支援、協力が継続的に得ら

れる。 

３）プロジェクト目標達成のための外部条件 

EEPCの第一裨益者が輸出審議会であるというMTIの方針が変化しない。 

４）上位目標達成のための外部条件 

① 輸出開発及び促進に対する政府の優先施策が変化しない。 

② 政治・経済環境に変化なく、安定している。  

５．評価５項目による評価結果 

（１）妥当性 

本案件は、以下の理由から妥当性が高いと判断される。 

１）JICA事業としての妥当性及びわが国の比較優位（技術的あるいはノウハウの面）

マレーシアやインドネシアにおけるJICA支援による貿易関連プロジェクト、また

エジプト通商産業省への個別専門家派遣を通じて蓄積してきた経験を活用すること

が可能である。さらには本プロジェクトと同じビル内には、現在「FTTC」プロジェ

クトの協力が実施中である。 

２）案件内容の公共事業・ODAとしての適格性 

エジプトは、アラブ世界及びアフリカ地域におけるリーダー国として、日本にと

って外交戦略的に重要なパートナーであること。また今回支援するEEPCは大臣の直

轄機関として、官と民間セクターとを繋ぐ重要な調整機関であり、輸出拡大の国家

目標を達成する使命を担う実施機関であることから、このEEPCへの協力を通して外

交関係が強化されることが期待できる。 

３）当該国政府の戦略との整合性 

本案件の上位目標は、エジプトの第5次5ヵ年開発計画と合致しており、国家政策

の目標、重要な国家戦略と合致している。 

４）国別援助計画及び事業実施計画との整合性 

平成17年度改訂作業中の国別援助計画における重点分野の3本柱のひとつとして

「持続的成長と雇用創出の実現」が掲げられ、JICA事業実施計画のなかで、本プロ

ジェクトは、「産業育成・輸出振興プログラム」に位置づけられ、とりわけ「貿易促

進・投資環境整備」として、今後の対エジプト協力の重点のひとつとしていること

から、整合性は非常に高い。 

５）ターゲットグループのニーズとの整合性及びプロジェクトデザインの適切さ 

本プロジェクトのカウンターパート機関となるEEPCは、輸出促進を図る機関とし

て適格であり、また同国輸出審議会からはEEPCの役割や機能に対し大きな期待がも

たれており、そのニーズに応えていくため、本組織の機能強化を図るとともに、輸

出審議会を支援していく必要がある。また輸出促進を図るための市場情報・調査機

能の整備、あるいはビジネス環境の整備を図ることはまさに今、エジプトで最も求

められているものであり、プロジェクトのデザインは適切と判断される。 

６）適切な運営組織体制の構築 

FTTC同様、国内委員会事務局を委託しているジェトロが国内関係機関と連携しつ

つプロジェクトを実施していく予定。また民間セクターのニーズに応えるべく、MTI
はじめ、エジプトで輸出振興を手がける政府関係機関の助言、提言を反映すべく、

合同調整委員会（JCC）を設置することによって、協力支援体制を担保し、適切な運

営体制を整えることが可能である。 

 

（２）有効性 

１）現行、エジプトでは、EEPCという新組織の発足後、業容・機能の拡大に合わせ、
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理事長の就任をはじめ、人員や予算措置が行われ、輸出振興促進のための組織の基

礎が固まり、かつ環境整備が着々と進展しつつある。ただし、まだその活動は緒に

ついたばかりであり、いかにEEPCの活動によって輸出審議会、ひいては輸出企業の

ニーズに応えられるかが鍵である。 

本プロジェクトでは、何よりEEPCという組織の強化、かつ並行して輸出促進に係

る最優先課題について支援することとなっており、その活動及び成果を着実なもの

にするため、機能向上と人材育成を行うこととしている。本プロジェクト実施によ

って、輸出促進を支えるために必要な実施体制の確立、人材の育成が期待されるこ

とから、本プロジェクトの有効性が認められる。 

２）わが国は、ジェトロと共同して、今までに個別専門家の派遣をはじめ、輸出促進

に係る情報及びノウハウの提供、関係者の招聘など、様々な協力を行ってきている。

引き続き、本プロジェクトにより、継続して協力を行うことは、事業の継続性のみ

ならず、今までの協力の成果をより確実なものにすることから、その有効性が強い

と判断される。 

 

（３）効率性 

１）対象国においては、輸出促進に係る産業金融制度の構築、見本市や海外視察促進

の活動が活発化してきており、またEUやGTZはじめ他ドナーによる輸出支援事業が

実施あるいは計画中であるため、本プロジェクトはこの実情を踏まえ、有機的な連

携あるいは役割分担を考えた計画となっている。 

２）本プロジェクトでは、まず長期専門家を2名配属し、EEPCとともに、本件の推進を

行うことを想定し、かつ活動によっては、短期専門家の派遣によって、専門的な知

見、ノウハウを活用することを計画している。なお、投入内容（時期、規模、タイ

ミング、期間）については、今後のプロジェクトの進捗あるいはニーズによる一方、

人材の有無、現場の状況に応じた配置を考えることにより、柔軟な対応を念頭に入

れることによって、効率的な業務実施が可能となる（例：効率的な投入を図るため、

研修実施と短期専門家派遣の組み合わせ、FTTCプロジェクトとの連携も視野）。 

３）アウトプットの達成度や外部条件については、プロジェクト開始時あるいは中間

時点で、再度、エジプト側と協議し、指標や内容を見直すことによって、プロジェ

クト活動に対する共通の理解を促進し、かつ的確なモニタリングを図る必要がある。

 

（４）インパクト 

１）プロジェクト活動によって、輸出促進に係る官民一体の機能強化の構築が行われ、

輸出企業を支援できる能力の向上が期待される。 

２）輸出企業は必要としている信憑性のある統計データの整備や情報提供、さらに海

外マーケット調査といった活動によって、各裨益者に資するとともに、組織の技術・

運営・調整能力の向上が行われ、その成果を生かすことが期待される。 

３）プロジェクトは3年間という短期間でもあり、上位目標にあるような、輸出量や輸

出企業数が急激に増加するかどうかを確定できるものではないが、何よりEEPC並び

にエジプト政府がいかに産業界の要望に応えられるか、その布石を打てるかが鍵と

なる。政府と産業界との信頼関係が強化され、また輸出促進にかける知識・ノウハ

ウが徐々に蓄積されれば、将来的には、「エジプト製品」の輸出拡大が期待でき、政

府が望む貴重な外貨獲得や国際競争力の強化、さらには雇用拡大や地域振興にも大

きな貢献ができると考えられる。 
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（５）自立発展性 

１）制度・組織面 

エジプト側は輸出促進のための国家輸出振興政策を策定中であり、また政策を実

施するうえでの強いコミットメントを示している。しかしながら、それを支える組

織・人材体制はまだまだ脆弱であり、本プロジェクトの実施に伴い、プロジェクト

終了後も彼ら自らがプロジェクトの成果を継続し、自立発展していくことが期待で

きる。特にカウンターパート機関となるEEPCがいかに輸出審議会、ひいては産業界

からの信望を勝ち得るかが焦点である。 

２）財政面 

EEPCの将来の財政的な自立発展性を担保することを現時点で確認することは困難

である。ただし、政府の最優先分野であり、産業界の要望が強く、その予算の確保

に注力してきていることから、当面の予算確保については、国家財政が大幅に悪化

しない限り可能であるといえる。 

３）技術面 

専門家による技術移転やOJT、海外研修等によって、組織運営あるいは個別の技術

能力が向上し、EEPCや輸出審議会の「人・組織づくり」が行われ、その成果が実施

継続されることが期待される。もちろん、ノウハウや知見の蓄積は、本人の能力、

許容力によるもの、また長い時間を要するものでもあり、徐々に自立発展性を高め

ていくものと考えられる。 

 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

先方の実施体制が脆弱なため、本プロジェクトではプロジェクト実施を通じて、先方の

実施体制の強化に取り組むことを企画している。また同国は典型的なトップダウン型の国

であり、権限がトップに集中すること、セクショナリズムが強く、関係機関や裨益者との

調整にも多大な時間・労力を要することに留意。さらにエジプト側のコスト負担の決定と

支払いにかかる時間を予期し、かつ責任体制の明確化を図るため、本プロジェクトに対す

る協力対象機関の理解、協力並びに実施計画の詳細な策定が不可欠である。 

 

７．今後の評価計画 

定期的なモニタリングのほかに、本邦から以下の調査団を派遣して、活動の達成度の確

認、案件計画の見直し等を実施する予定である。 

• 運営指導調査（中間評価調査）：プロジェクト開始から1.5～2年を過ぎた時点で実施

予定。 

• 終了時評価調査：プロジェクト終了の半年前。 

また、案件終了後3年目を目途に事後評価調査を実施する。 
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２－２ ５項目評価 

A．妥当性 

（１）JICA事業としての妥当性及びわが国の比較優位（技術的あるいはノウハウの面） 

マレーシアやインドネシアにおけるJICA支援による貿易関連プロジェクト、またエジ

プト通商産業省への個別専門家派遣を通じて蓄積してきた経験を活用することが可能

である。さらには本プロジェクトと同じビル内には、現在「FTTC」が入居しており、JICA
支援によるFTTCプロジェクト協力が実施中である。 

 

（２）案件内容の公共事業・ODAとしての適格性 

エジプトは、アラブ世界及びアフリカ地域におけるリーダー国として、日本にとって

外交戦略的に重要なパートナーである。また今回支援するEEPCは大臣の直轄機関とし

て、官と民間セクターとをつなぐ重要な調整機関であり、輸出拡大の国家目標を達成す

る使命を担う実施機関であることから、このEEPCへの協力を通して外交関係が強化さ

れることが期待できる。 

 

（３）当該国政府の戦略との整合性 

本案件の上位目標は、エジプトの第5次5ヵ年開発計画1と合致しており、国家政策の目

標、重要な国家戦略と合致している。本件の上位目標は、「エジプトの輸出が拡大し、

輸出企業数が増加する」としているが、参考に、エジプトの輸出量は以下のとおり。 

 

【エジプトの輸出】 

2003/2004年度の輸出（104億525万米ドル）は、燃料・鉱油・鉱油製品38.4％、綿1.9％、

原材料（ジャガイモ、果樹、医療用植物等）4.5％、半製品（カーボン、木綿糸、非合金

アルミニウム等）7.3％、完成品38.0％（コメ、乾燥野菜、製薬品、鉄・鋼鉄製品、衣類、

綿繊維等）から構成される。→貿易収支赤字（2003/2004年75億2,270万米ドル、中銀発表）。

2005年度で、180億エジプトポンド（EGP）の輸出実績であり、2010年には350億EGPと倍

増の計画を立てている。 

 

（４）国別援助計画及び事業実施計画との整合性 

平成17年度改訂作業中の国別援助計画における重点分野の3本柱のひとつとして「持

続的成長と雇用創出の実現」が掲げられ、JICA事業実施計画のなかで、本プロジェクト

は、「産業育成・輸出振興プログラム」に位置づけられていることから、本プロジェク

トの整合性は高い。 

                             
1 2002 年からの「第 5 次 5 ヵ年開発計画」：現行 5ヵ年計画期間中に実現をめざす事項としては、具体的に次のような方針が述べられ

ている。 

• 雇用増大（年間 75 万件の新規雇用を創出）、経済成長率上昇（年間実質 GDP 成長率を平均 6.2％レベルにする）、社会サービスの

充実：時に貧困層に配慮し、国民の生活水準を高める、財政赤字の改善（国内債務の適切な処理、適切な政府支出の確保、税制

度の改善による徴税の効率化・税源の拡大の実施）。さらに、 

• 投資増加：投資を促進し、対 GDP 比で 2000/2001 年度の 16.9％から計画終了時には 20％にまで増加させる。 

• 貿易赤字の削減：貿易赤字を 2001/2002 年度の 388 億から 2006/2007 年度までに 348 億 EGP に削減する。 
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（５）ターゲットグループのニーズとの整合性及びプロジェクトデザインの適切さ 

本プロジェクトのカウンターパート機関となるEEPCは、輸出促進を図る機関として

適格であり、また同国の輸出審議会からはEEPCの役割や機能に対して大きな期待が寄

せられており、そのニーズに応えていくため、本組織の機能強化を図るとともに、輸出

審議会を支援していく必要がある。また、輸出促進を図るための市場情報・調査機能の

整備、あるいはビジネス環境の整備を図ることは、まさに今エジプトで最も求められて

いるものであり、プロジェクトのデザインは適切と判断される。 

 

（６）適切な運営組織体制の構築 

FTTC同様、国内委員会事務局を委託しているジェトロが国内関係機関と連携しつつ

プロジェクトを実施していく予定。また民間セクターのニーズに応えるべく、MTIはじ

め、エジプトで輸出振興を手がける政府関係機関の助言、提言を反映すべく、JCCを設

置することによって、協力支援体制を担保し、適切な運営体制を整えることが可能であ

る。 

 

B．有効性 

本プロジェクト実施にあたり、その有効性について、計画性、目標設定、過去の経緯など

から判断し、以下、事前評価を行った。 

（１）現行、エジプトでは、EEPCという新組織の発足後、業容・機能の拡大に合わせ、

理事長の就任はじめ、人員や予算措置が行われ、輸出振興促進のための組織の基礎が固

まり、かつ環境整備が着々と進展しつつある。ただし、まだその活動は緒についたばか

りであり、いかにEEPCの活動によって輸出審議会、ひいては輸出企業のニーズに応え

られるかが鍵である。本プロジェクトでは、何よりEEPCという組織の強化、かつ並行

して輸出促進に係る最優先課題について支援することとなっており、その活動及び成果

を着実なものにするため、機能向上と人材育成を行うこととしている。本プロジェクト

実施によって、輸出促進を支えるために必要な実施体制の確立、人材の育成が期待され

ることから、本プロジェクトの有効性が認められる。 

（２）わが国は、ジェトロと共同して、今までに個別専門家の派遣はじめ、輸出促進に係

る情報及びノウハウの提供、関係者の招聘など、様々な協力を行ってきている。引き続

き、本プロジェクトにより、継続して協力を行うことは、事業の継続性のみならず、今

までの協力の成果をより確実なものにすることから、その有効性が強いと判断される。 

 

C．効率性 

（１）対象国においては、輸出促進に係る産業金融制度の構築、見本市や海外視察促進の

活動が活発化してきており、またEUやGTZはじめ他ドナーによる輸出支援事業が実施あ

るいは計画中であるため、本プロジェクトはこの実情を踏まえ、有機的な連携あるいは

役割分担を考えた計画となっている。 

（２）本プロジェクトでは、まず長期専門家を2名配属し、EEPCとともに本件の推進を行

うことを想定している。かつ活動によっては、短期専門家の派遣によって、専門的な知

見、ノウハウを活用することを計画している。なお、投入内容（時期、規模、タイミン
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グ、期間）については、今後のプロジェクトの進捗あるいはニーズによる一方、人材の

有無、現場の状況に応じた配置を考えることにより、柔軟な対応を念頭に入れることに

よって、効率的な業務実施が可能となる（例：効率的な投入を図るため、研修実施と短

期専門家派遣の組み合わせ、FTTCプロジェクトとの連携も視野に入れた計画を策定）。 

（３）アウトプットの達成度や外部条件については、プロジェクト開始時あるいは中間時

点で、再度、エジプト側と協議し、指標や内容を見直すことによって、プロジェクト活

動に対する共通の理解を促進し、かつ的確なモニタリングを図る必要がある。 

 

D．インパクト 

（１）プロジェクト活動によって、輸出促進に係る官民一体の機能強化の構築が行われ、

輸出企業を支援できる能力の向上が期待される。 

（２）輸出企業は必要としている信憑性のある統計データの整備や情報提供、さらに海外

マーケット調査といった活動の展開によって、各裨益者に資するとともに、組織の技

術・運営・調整能力の向上が行われ、その成果を生かすことが期待される。 

（３）プロジェクトは3年間という短期間でもあり、上位目標にあるような輸出量や輸出

企業数が急激に増加するかどうかを確定できるものではないが、何よりEEPC並びにエ

ジプト政府がいかに産業界の要望に応えられるか、その布石を打てるかが鍵となる。政

府と産業界との信頼関係が強化され、また輸出促進に係る知識・ノウハウが徐々に蓄積

されれば、将来的には、「エジプト製品」の輸出拡大が期待でき、政府が望む貴重な外

貨獲得や国際競争力の強化、さらには雇用拡大や地域振興にも大きな貢献ができると考

えられる。 

 

E．自立発展性 

（１）制度・組織面 

エジプト側は輸出促進のための国家輸出振興政策を策定中であり、また政策を実施す

るうえでの強いコミットメントを示している。しかしながら、それを支える組織・人材

体制はまだまだ脆弱であることから、本プロジェクトの実施に伴い、プロジェクト終了

後も彼ら自らがプロジェクトの成果を継続し、自立発展していくことが期待できる。特

にカウンターパート機関となるEEPCがいかに輸出審議会、ひいては産業界からの信望

を勝ち取るかが焦点である。 

 

（２）財政面 

EEPCの将来の財政的な自立発展性を担保することを現時点で確認することは困難で

ある。ただし、政府の最優先分野であり、産業界の要望が強く、その予算の確保に注力

してきていることから、当面の予算確保については、国家財政が大幅に悪化しない限り

可能であるといえる。 

 

（３）技術面 

専門家による技術移転やOJT、海外研修等によって、組織運営あるいは個別の技術能

力が向上し、EEPCや輸出審議会の「人・組織づくり」が行われ、その成果が実施継続
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されることが期待される。もちろん、ノウハウや知見の蓄積は、本人の能力、許容力に

よるもの、また長い時間を要するものでもあり、徐々に自立発展性を高めていくものと

考えられる。 

 

２－３ 実施体制 

A．エジプト輸出促進を巡る実施体制 

（１）エジプト産業別輸出審議会（Export Council：EC） 

エジプト輸出審議会とは、輸出企業を業種別に束ねる審議会である。言い換えれば、

輸出産業別の諮問委員会であり、エジプトには現在、以下の14の審議会がある。 

① 農産物（Agricultural Products） 

② 食品産業（Food Industries） 

③ 紡績/織物（Spinning & Weaving） 

④ 家内装飾（Homeware Furnishing） 

⑤ 既製服衣料品（Ready-Made Garments） 

⑥ 家具（Furniture） 

⑦ 出版物・本（Publication & Books） 

⑧ 皮革/同製品（Leather & Leather Products） 

⑨ 化学製品（Chemicals） 

⑩ 鉱物/建材資料（Mineral & Building Materials） 

⑪ 建設サービス（Construction） 

⑫ 薬剤・製薬（Phamaceutical） 

⑬ エンジニアリング・電気電子（Engineering & Electronic Products） 

⑭ ITソフトウエア・ハイテク製品（Software & High-Tech） 

 

*なお上記中、⑭のITはMTIから通信省傘下へと管轄を移すべく、現在トップ会談の最

中とのこと。また、上記には記していない別の審議会のうち、「医療サービス（Medical 
services）」審議会は、同審議会会長が厚生大臣に就任して以降、活動が頓挫し、停止

休眠中。 

 

同国輸出審議会の問題・課題をざっとまとめると次のとおり。 

14ある審議会のうち、事務局機能（フルタイムの職員と事務所）を保持しているのは

2つ（農産物、衣料品）にすぎず、活発に活動しているのは4～6審議会のみである。ま

た審議会によって、活動のみならず、組織運営、機能、理事のリーダーシップ、傘下企

業の団結力2はかなり相違していると考えられる。各審議会会長から出されている問題と

しては、何より信頼できるデータ、特に輸出データがないこと、まだまだ傘下の企業に

輸出努力が足りないこと（国際競争にさらされるのに慣れていない）、更に輸出許可証、

輸出金融・保険（特にEDFからの融資）、職業訓練、トレードマーク、投資環境、労働法、

輸送問題などがある。 

上記14ある審議会すべてを同時発展させるのは容易でないことから、エジプト政府と

                             
2 傘下の企業がすべて輸出に関するデータを提供しているわけではない。 
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しては、まずは優先分野として、上記中、①農産物、②食品産業、⑤既製服衣料品、⑥

家具、⑬エンジニアリング・電気電子の5つの審議会を最優先させることを決定した。 

 

（２）エジプト政府関係輸出促進サービス機関 

今回、カウンターパート機関となる新EEPCは、エジプトの輸出促進活動を支援する

諸々の事業やサービスの窓口機関・調整機関として位置づけられることになっているが、

現行エジプトには、様々な政府系の輸出促進サービス機関並びに関連諸機関が存在して

いる。プロジェクト実施にあたり、深く関係してくる輸出関連の諸機関・組織を抽出す

ると次のとおり。 

① GOEIC 

② EC 

③ 通商代表部（Egyptian Commercial Service：ECS） 

④ エジプト輸出業者協会（Egyptian Exporters Association：EEA:俗称EXPOLink） 

⑤ FTTC 

⑥ 国際展示・見本市公団（General Organization for International Exhibitions & Fairs：
GOIEF） 

⑦ 国際貿易ポイント（International Trade Point：ITP） 

⑧ 通商政策局（Trade Policy Sector：TPS） 

⑨ 通商協定局（Trade Agreement Sector：TAS） 

⑩ 国別の商工会議所（Business Councils：BC） 

⑪ IMC 

⑫ 輸出開発基金（Export Development Fund：EDF） 

⑬ 輸出民間企業 

 

特に、EEPC職員からは、上記のうち、最初の①～④の機関がEEPCにとって最も関係

する重要な機関であるとの見解であり、ステークホルダー分析ワークショップにて、各

機関との関係や課題をあげてもらった。例えば、③のECSは、EEPCにとって「パートナ

ー」であるべきものの、一方、「競争相手」となるとの見解も同時にあげられていた。

輸出に関する海外の情報を得るには、現状EEPCには出先機関もなく、海外の現地情報

の入手先として同じMTI傘下のこのECSの協力を得る以外に方法がない。EEPC職員の間

でも、このECSとの協力関係の構築に関し、既にその困難性を認識しており、今後いか

に密接な協力を図っていけるかが課題として残されている。 

いずれにせよ、EEPCが様々なサービス提供を行う際にも、上記のように、多岐にわ

たる関係機関との連携、調整が不可欠である。そのため、今回のR/Dには同プロジェク

トJCCとして、中央レベルの委員会（JCC）の設置を提唱し、委員会のメンバーとして

TPSの代表はじめ、EEPCの理事会会長や輸出審議会の代表などをメンバーに加えており、

関係機関の協力を確保している。 
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（３）JCCとアドバイザリー・コミッティの組成 

中央レベルでJCC（ボード）が以下のように組成され、プロジェクトが円滑に、かつ

適切に運営できるよう体制がとられている（R/DのANNEXⅥを参照）。 

 

（４）プロジェクト実施期間 

JICAによるプロジェクト協力期間は2006年11月～2009年10月までの3ヵ年である。 

 

B．実施機関の概要 

（１）カウンターパート機関 

プロジェクトとして、わが国の協力のカウンターパートとなる組織はEEPCである。

その目的概要を述べると以下のとおり。 

 
EEPCは、エジプト貿易振興センター（旧EEPC）が改組され、2005年7月の第1回「EEPC

理事会」によって正式に新エジプト輸出振興センター（新EEPC）として設立が承認さ

れ、発足した機関である。 

新EEPCの新しい組織目的は、輸出促進及び開発を担うMTIの実働部隊であること。特

にECを通じて、輸出業者へのサービス提供をすることにある。新EEPCの「目標」とし

ては、情報やサービスの提供、とりわけ新しい市場動向や競争的な国際市場の情報提供

をめざしている。 

なお、エジプトは2006～2011年の5年間で輸出の倍増をめざしており（年率20％増加）、

この目標を達成するための国家輸出促進計画の推進役となっている。 

 

（２）機能・役割 

EEPCの機能・役割は次のとおり。 

① エジプトにおける輸出サービス及び国際市場に関する最新情報の提供 

② 輸出審議会の活動の活性化 

③ エジプトにおける政府各輸出促進サービス機関との調整やネットワーク化 

④ 国際市場に合致する国際貿易法・規則、標準化の推進と啓発 など 

 

（３）職 員 

EEPCの総職員数は2006年8月現在、常勤31名と顧問（アドバイザー）2名が配属され

ている。 

また、旧EEPCから受け継いだ人材はじめ、総務部門（特に施設管理運営にかかわる

人材）やクラークあるいは警備なども加えるとかなりの人数に上るとみられるが、その

実態は把握できていない（同センターと同じビル内にオフィスを構えるFTTCとの共同

管理の点からも、どこまでがEPPCの職員かは不透明である）。 

‐2006年8月中旬現在の職員数は次のとおり； 

理事長 1

理事長秘書室 3

経理・総務部 7
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輸出サービス情報部 11

輸出・ビジネス審議会部 8

輸出支援グループ調整部 1

計 31

 

⇒各部門の活動状況 

１）理事長（Mr. Haytham Deyab） 

理事長（Executive Director）は、Mr. Haytham Deyab氏（43歳）。民間出身で2005年

10月1日より就任。なお、副理事長は空席。その主な業務は次のとおり。 

① 輸出審議会幹部との個別会合及び各理事会への出席。EEPCにて各ECの会合を開

催あるいは場を提供するケースも増えてきている（ほとんどの会合は理事会メンバ

ーが多忙のため、夜7時から開催が多い）。 

② 大臣、Executive Committeeへの報告、連絡、相談。なかでもIMCのMTIにおける

位置づけが重みを増すなか、IMC幹部からの指示・注文（多くは大臣の意向を受け

たもの）への対応を優先、大臣から直接おりてくる案件への対応。 

③ 公的会合（外国要人の大臣表敬同席、大臣の公的行事に参列、輸出関連の重要な

セミナーへの出席等）の業務。 

④ ドナーとの会合。 

⑤ 輸出促進サービス関連機関〔輸出開発基金（EDF）、ITP、ECS等々〕との調整会

合。 

⑥ 内部の定例スタッフ会合（毎週日曜日9:30から）及び個別の業務相談、法務・経

理監査立ち会い。 

⑦ その他、突然の来訪者や会合への対応、電話・E-mail等。 

‐理事長秘書室（室長 Mrs. Nohaほか秘書2名、計3名）。 

① 理事長の業務増大に伴い、秘書室体制を強化し、現在3名（全員女性）。 

２）Finacial & Aministration Department（経理・総務部） 

（部長Mr. Mahmoud Shafieほか管理職3名、スタッフ3名、計7名、このほかに経理・

事務補助の職員がいる） 

① 担当事項：人事労務管理、職員採用、備品調達、施設管理、経理出納業務、等。 

② 部長のMr.Mahmoud Shafieは民間企業経理部長（プジョーエジプト）経験者。温厚

な人物で、古い体質を引きずる旧EEPCの管理部門職員を統率。 

３）Export & Business Council Coordination Department（輸出・ビジネス審議会部） 

（部長代行 Mrs. Sherine Al Alamyのほか職員7名、計8名） 

① 部長として採用した人物が辞職。当面は部長代行（Manager, Ms. Sherine）がトッ

プとして指揮。 

② 各スタッフが複数の輸出審議会を担当。毎月の輸出額を各審議会から入手し、

GOEICの輸出統計との整合性を毎月チェックのうえ、年間目標額の達成度を計測、

一覧表にして毎月初めに大臣に報告を行っている（もともとのEEPCの機能ではな

いものの、大臣からの要求でもあり、かつEEPCのルーティン機能、月例作業のひ

とつとして定着。輸出統計の確度向上にも貢献）。 
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③ 輸出審議会によって、かなり理事のリーダーシップ、業界の結束、さらに事務局

体制に格差があり、会長のワンマンショーにとどまる審議会もあれば、農産物や食

品審議会のように独自に事務局をもち、会員制度を敷き、産品別の委員会を運営す

るなど、輸出組合的活動を行っているところもある。 

④ 職員といっても、Ready Made Garment Export Council（衣料品輸出審議会）から

2名、さらにLeather（既製服輸出審議会）から1名がEEPCに出向中（給料は当該審

議会が支給、仕事の場はEEPCで、各審議会会長の指示下で日常業務をこなしてい

るのが実情）。 

⑤ EEPC理事会の会長から同部の人員が輸出サービス情報部に比べて劣っていると

の指摘もあり、目下、同部の担当を再度見直し中とのことで、場合によっては他部

（特に、Ashraf担当部）の職員にも分担させ強化することも予定されており、全組

織的に審議会との関係強化を図る体制を構築中である。 

⑥ 今後、各審議会の現状やニーズに応じたサービスの提供を行っていくことが求め

られており、少数精鋭ながら優秀なスタッフの確保や業務実績づくりが課題。 

４）Export Service & Information Department（輸出サービス情報部） 

（部長 Mr. Ashraf Nasr 以下管理職2名、職員6名、計9名） 

① 部長のMr. Ashraf Nasrは理事長が最も信頼をおく右腕と頼むスタッフ。 

② 担当業務：Marketing Intelligent Unit、Business Library等の知的作業、IT情報整備、

対外情報サービス等。 

③ 輸出審議会EC部門と連携し、輸出統計のチェック、国際機関や外国の輸入統計と

の比較分析など定期的作業が急増している。 

④ ただし、まだ対外的な情報サービス、あるいは調査を開始する体制までは至って

おらず、Export & Business Council Coordination Dept.との綿密な連携体制の確立と、

地についた活動実施が求められている。 

５）Export Groups Coordination Department（輸出支援グループ調整部） 

（Dr. Amr Sadek 1名のみ） 

① 既存の輸出関連サービス実施機関は17～18機関に及ぶ。このなかで特にEEPCが

連携を図っていかねばならないMTI傘下の機関は、IMC、GOEIC、ECS、EDF、FTTC、

EOS、ITP、EXPOlink、GOIEF、エジプト輸出開発銀行（Export Development Bank of 
Egypt：EDBE）、エジプト輸出金融保証機構（Export Credit Guarantee Co. of Egypt：
ECGE）、IDA等があり、このほか他省庁も関係するGAFI、社会開発基金（Social Fund 
for Development：SDF）等も重要なパートナーである。 

② これら役所関係機関との連携をスムーズに進めるための露払い的役割をDr.Amr 
Sadekが現行、一手に引き受けている。 

 

今後のEEPCの職員雇用については、もともと計画では「70人」の職員を雇用する計

画での予算請求、見積りであったが、現段階で承認されているのは「20数人」程度であ

り、今後、追加予算の承認によって職員数の増大が可能かどうか、まだ不透明である。 
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（４）予 算 

・EEPCの予算は、2005年度は予定どおりの予算が執行。下半期予算は以下のとおり、

386万EGP（8,000万円以上）獲得。次年度（2006年6月～）予算については、2005年11

月末（まだ理事長就任着任後すぐの段階）に大蔵省に予算要求案が提出、12月に要求

内容のヒアリングを受け、以下のように予算がおりた模様。 

・予 算：2005/2006年度下期分（2006年2～6月の5ヵ月間） 

 

総  計 385万9,000EGP  

 （約68万米ドル、8,000万円） 

１）人件費（20人分相当） 66万EGP 
２）備品費等（机、椅子等） 200万EGP 
３）事業費（マーケティング費、出張費等） 119万9,000EGP 

（備考：2006/2007年度予算は要求中、定員枠は70名を確保） 

 

予算は次の3つから構成。①人件費（給与及び報酬）、②インフラ整備、③EEPCのマ

ーケティング・広報、調査。内訳は以下のとおり（単位は1,000EGP）。 

項目 小項目 

人件費 変動的賃

金 

残業費 保険     １）人件費 

125 120 315 100     

燃料費 文房具 水道・電

気代 

施設維

持 

出版・広

報 

印刷 車輌 その他２）備品費

等（机、椅

子等） 30 30 20 100 1,200 300 200 120 

建物 調査・マーケティン

グ費 

     ３）事業費

（ 出 張 費

も含む） 1,000 199       

（1EGP＝20.5円＝5.76米ドルで換算） 

 

一方、2006/2007年度要求額（2006年7月～2007年6月）は次のとおり。 

要求額：人件費 914万7,000EGP 
消耗品・備品費 24万5,000EGP 
サービス提供費 566万2,000EGP（出版、宣伝、会合、交通費等） 

調査活動費 160万EGP（研究、調査活動、コンサルタント費等） 

総 計 1,665万4,000EGP（約290万米ドル、約3億4,100万円） 

 

しかしながら、現行の執行額は、この当初査定された予算要求額の半分に満たない額

で、特に人件費の予算が極めて厳しい状況とのこと。ただし、これは新規事業に対する

通常の査定のやり方で、これが必ずしも最終の予算額ではなく、実施活動状況（実際の

職員の活動とその業績）次第で、いずれは追加予算がもらえる予定との理事長の説明あ

り。 
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（５）組織の運営能力 

上記2-2.A（5）で述べたように、EEPCは政府組織であり、輸出促進のために生まれ

た機関であることから、本プロジェクトのカウンターパート機関とすることは的確であ

ると判断される。さらに、当組織の職員を対象としたSWOT分析ワークショップからは、

当機関を巡って周りからのニーズ、期待が大きいこと、特に輸出審議会からの強い要望、

そして今後、輸出促進を図る「ワンストップ・ショップ」としての活躍が期待されてい

ることがあげられていた。 

一方、同機関の責務や実施体制の不明確さをはじめ、新機関であることからくる資源

（人材、資金、機材とも）や、データ・ノウハウの不足、さらには政府機関であること

からくる「官僚・行政」制度（役所感覚）といった組織の弱みをもっていることも認識

しており、EEPCの将来に対しては、周りの信頼を勝ち取ることができるのかどうか、

データ入手はじめ関係機関の協力がどの程度得られるか、政府の戦略の継続などに対す

る不安、恐れを同時にもっていることが判明した。 

どの国も例外でなく、民間輸出企業が望む、「輸出促進に係るサービスあるいは情報

提供」については、常に「迅速、確実な対応」が求められていること、さらには産業界・

企業の「多様化する多々の要望、ニーズ」にEEPCがいかに応えられるか、今後数年の

EEPCのパフォーマンスが問われるといっても過言ではない。よって、このEEPCという

新機関をわが国として支援することは、相手国からの信頼の倍増及びわが国のプレゼン

ス拡大が図られる一方、プロジェクトの成功の鍵は、いかにEEPCがニーズに応えられ

る「信頼すべき」機関となるかであり、関係者の並々ならぬ尽力が必要と思われる。 

こうしたことから、本プロジェクトの目標として、民間輸出業者の輸出体制の整備と、

輸出に対する理解促進とともに、輸出促進を支えることになるEEPCの支援体制の整備、

特に輸出促進に有用な市場情報提供機能の強化を図ることを掲げている。 

 

２－４ プロジェクトのモニタリングと評価 

A．モニタリング 

プロジェクトの実施期間中、「プロジェクトチーム」はプロジェクトの実施状況を定期的

にモニターし、その結果を踏まえて必要に応じて、プロジェクトの設計や活動計画、目標数

値、指標や入手手段を修正することとする。 

特に、本プロジェクトでは、まだ実施機関そのものが新たに発足したばかりで、ようやく

組織体制が固まり、職員が配属されたばかりでもあることから、プロジェクト当初としては

投入並びに活動の面でも柔軟な対応が求められよう。とはいえ、効率的に各投入が行われ、

かつ活動が円滑に実施されるよう、定期的なモニタリングの実施が重要であることから、今

回、R/D並びにM/Mに際し、同プロジェクトのPDMにつき、特に外部条件や指標については

かなり突っ込んだ議論を行った。指標では、定量的数値や定性的指標を設定し、かつ入手手

段ではGOEICはじめ政府統計の活用、質問票の作成、EEPC年次報告書の作成を求めている。

活動と成果のモニタリングの結果は、プロジェクトのカウンターパートが行うものとするが、

運営・管理に関する助言や提言を得るために、JCC及びJICAに報告することとする。 
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B．評 価 

定期的なモニタリングのほかに、プロジェクトの開始後、エジプト側及び日本側合同で、

運営指導（中間評価）と終了時評価が行われる予定で、本邦から調査団を派遣し、活動の達

成度の確認、案件計画の見直し等を実施する予定である。また案件終了後3年目を目途に事

後評価調査を実施する。その際、プロジェクトは、5つの評価項目（インパクト、有効性、

効率性、妥当性、そして自立発展性）に沿って評価が行われる。 

 



付 属 資 料 

 

１．R/D 
 
２．M/M 
 
３．プロジェクトの基本コンセプト  
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６．Cross SWOT Analysis 
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８．SWOT Workshop 実施風景  
 
９．Stakeholder Analysis 
 
10．PCM Analysis 
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【R／D 骨子】 
ANNEX1. マスタープラン 

１． 上位目標 

エジプトの輸出が拡大し、輸出企業数が増加する。 

２． プロジェクト目標 

１） エジプト輸出業者の輸出体制が整い、輸出に対する理解が促進される。 

２） EEPC の支援体制が整備され、輸出促進に有用な市場情報（国際貿易情報提供 

／市場調査／企業支援サービス）を提供できる機能が強化される。 

３． 成 果 

１） 輸出審議会の機能活性化・強化 

２） 輸出データ精度プロセスの向上 

３） 市場情報・調査機能の向上 

４） 選定分野における国際市場への参入支援 

４． 活 動 

ANNEX2. 専門家 

１． チーフアドバイザー 

２． 情報／調査 

３． その他 

ANNEX3. 機 材 

プロジェクトに効果的な機材を供与 

ANNEX4. エジプト側カウンターパ一卜 

１． プロジェクトディレクター：通商産業大臣 

２． プロジェクトマネ－ジャー：EEPC 理事長 

３． EEPC 情報／輸出サービス部長 

４． EEPC 総務経理部長 

５． EEPC 輸出審議会調整部（課）長 

ANNEX6. ジョイント・コーディネーション・コミッティ 

１． １年に２度開催 

２． 議長は通商産業大臣とする。 

３． エジプト側は、EEPC の関係者ほか、輸出審議会、貿易研修センター（FTTC）等、

輸出促進にかかわる他の関係機関もメンバーとする。 

















【M／M 骨子】 

１．プロジェクトは、Project Design Matrix(PDM)と TSI (Tentative Scheduｌe of Implementation)に

沿って実施されることを合意する。 

２．EEPC は、プロジェクトの開始について理事会（Board of Directors）に報告し、全面的なサポ

ートと協力を得ることとする。 

３．EEPC は、輸出審議会と他の輸出サービス提供機関と協力のうえ、プロジェクトの実施促進を

行う責を担う。 

４．EEPC はプロジェクトの早期段階において、優先業種について理事会に諮ることとする。 

５．JICA は以下の専門家を派遣する。 

１）長期専門家 

チーフアドバイザー１名、情報／調査１名 

２）短期専門家 

２名／年。派遣分野は JICA とエジプト側の協議をもって決定することとする。 

６．EEPC が JICA に機材供与を要請するとき、EEPC は機材の必要性、妥当性を説明する資料を

作成し JICA に提出することとする。供与の時期と内容については、JICA とエジプト側の協議

をもって決定することとする。 

７．JICA は年間２名のエジプト人研修員（EEPC によってノミネートされる者）を日本で受入れ

ることとする。研修分野は JICA とエジプト側の協議をもって決定することとする。 

８．輸出審議会から Joint Coordination Committee に参加する代表者名について、EEPC は JICA

にこれを報告することとする。 





Department Head Unit Head Staff Job Description No.

EEPC,Executive Director Mr:Haythem Dayab 

Executive Director Office Mrs:Noha Hussien -Maha Mustafa
-Rasha Fahim

3

Financial &Administration
Department Mr:Mahmoud Shafie 1

Financial Unit Mrs:Salwa Rehawy 1

Administration Unit Mrs:Sahr Mahmoud -Hussam El Deen Hassan
-Mohamed Nabil
-Randa Ismail

4

Personnel Unit Mr. :Mohamed Abas 1

Export Service Department Eng:Ashraf Nasr Shaimaa Salama Secretary 2

Market Intelligence Unit
-Engy Nagiub
-Hazem Mahmed
-(Marwa Salama)
- Muhammad Shaltoot
-Norhan Hagazy

-Research
-Analyst
-MIU & Business Image
-Research
-Research

4+(1)

BusinessCorparate Image Ms.Marwa Salama Nermine Badr Assis.To Head 2

Export Support Unit Nermine El Gindy Assis.To Head 1
Policy Advocacy Follow
Up Unit
Business Library Mr:Amr Samir IT& Info. Center 1
IT Support Unit Mr:Hossam Said  (Amr Samir) IT& Info. Center 1+(1)

Export Groups Co-ordination
Department Dr: Amr Sadek 1

Export & Business Councils
Coordination Department Mrs:Sherine Al Alamy Mrs.Marvet Fouad Secretary 2

Export Councils Unit

-Akram Fouaad
-Hisham A.Aziz
-Loai Motamed
-Mohamed El-Sharkawy
-Manal Ismail
-Mona Syam
-Noha Seliman

-Chemical,Leather,Textile
-Eng.,Pharma, Spining
-Build Material, Construction
-Leather
-Agro.,Food
-Ready Made Garments
-Ready Made Garments

7

4 7 20 31

EEPC Structure & Staff                                                                                                                                                              AS OF 2006.08.15

Dr:Shaker Salama
Dr:Fouad Eissa

International Marketing Consultant
Minister Adviser for IT

Administrator
４．EEPC Structure & Staff



Export Services & Information Department Group

Strengths Weakness Opportunities Threats
.Governmental agency Not clear scope of tasks Donor Support The lack of trust among business

.Clear mission .Lack of resources "finance, equipment,
human"

Uncovered needs Reliability of external data supplied

.New Organization "easy to set up a
proper system & structure"

.Need for more knowledge &
experience

Export community recognition&
response

Some critical partners don’t believe in
EPEE

.Identified goal .Bureaucracy Ministry & governmental support Instability of ministry strategy 

.Open for partnership .Lack of internal &external workflow Export & one-stop shop Duplication of EPEE & other
organizations

.

.Well experienced staff .Institution not yet developed
Government being referred "ready for
new ideas" Wars in the middle East

.Team work sprit .Delegation of authority External training in other countries

.Self motivated .Data base Well perceived by potential partners

.Export advisory .No publication, reports or bulletin
Willingness of international
organizations to support

.Direct support from donors ..Market research & study

SWOT Analysis on EEPC

Administrator
５．SWOT Analysis on EEPC



S – O Strategies S – T Strategies W – O  strategies W - T Strategies
1.Ministry  government support  ---
EEPC capability

1-Well experienced staff --- Export
councils don't believe in the EEPC
capabilities.

1- Redefining the organization structure -
-- new services.

1-Minimizing the lack of recourses ---
maximizing the belief in EEPC by
Export Councils

2-Information center (Data Availability )
one stop shop (New Services)

2.- Information center --- quality of data. 2- Support of donors --- lake of
resources.

2- Export councils don't believe in EEPC
--- EEPC not yet developed

3-.Egyptian one stop shop --- Clear
mission understanding.

3- Ministry policy changes --- clear
mission.

3.-Bureaucracy --- new government
strategy

4-.Donors support --- developing and
enhancing skills

4-Find a way to deal with Export
Councils --- Co-ordinate with others
governmental organization.

4- Data and information --- willingness
of information & organization support

5-Donors support --- enhancement of
stuff skills

5-Open for a partnership --- overcoming
the EEPC duplication role.

5- One stop shop --- duplication of the
EEPC role.

6-.Support of donors --- well experienced
stuff.

6- Data available --- quality of data.

Cross SWOT Analysis
Egyptian Export Promotion Center

(Remark) Just for example due to the workshop time constraints.

Administrator
６．Cross SWOT Analysis



No. Name Department Unit Unit

1 Akram Fouaad Export councils Unit Staff

2 Engy Nagiub Market Intelligence Unit Staff

3 Hazem Mahmoud Market Intelligence Unit Staff

4 Hisham A.Aziz Export councils Unit Staff

5 Hossam ElDin Hassen Administration Dep. Staff Jan,2006

6 Loay Motamed Export councils Unit Staff

7 Mahmed Nabil Administration Dep. Staff May,2006

8 Marwa Salama Market Intelligence Unit Staff May,2006

9 Muhammad Shaltoot Market Intelligence Unit Staff June,2006

10 Nermine El Gindy Export Support Unit Staff April,2006

11 Randa Ismail Administration Dep. Staff July,2006

12 Shaimaa Salama Export Service Dep. Staff April,2006

13 Amr Sadek Export Group Co-ordination Dep. Head

14 Amr Samir Business Library Head

15 Ashraf Nasr Export Service Dep. Head

16 Hossam Said IT Support Unit Head

17 Maha Moustafa Executive Director Office Staff

18 Mahmed Abas Personnel Unit Head Permanent Contract

19 Mahmoud Shafie Financial & Administration Dep. Head March,2006

20 Noha Hussien Executive Director Office Head April,2006

21 Rasha Fahim Executive Director Office Staff July,2006

22 Sahr Mahmoud Administration Unit Head Jan.2006

23 Salwa Rahawy Financial Unit Head

24 Shriene Al Alamy
Export &Business Councils Co-
ordination Dep. Head

25 Manal Ismail Export Councils Unit Staff

26 Mona Syam Export Councils Unit Staff

27 Noha Seliman Export Councils Unit Staff

Date: 1st & 2nd August 2006

Join EEPC since:
Previous job

Workshop Participants

May,2006

Aprill,2006

June,2006

Jan,2006

June,2006

Permanent Contract

Jan.2006

May,2006

March,2006

Dec.2005

Nov.2005

May,2006

Nov.2005

May,2006

Administrator
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エジプト輸出促進機関プロジェクト事前評価調査【第 2次】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SWOT 
WORKSHOP  

 
 
 

1st & 2nd August 2006 
 
 
 

By  
 
 
 

Workshop Facilitator 
 
 

Akira Matsumoto 
 

JICA Consultant 
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８．SWOT Workshop 実施風景
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Outlook on SWOT Analysis Workshop 
組織分析（SWOT）ワークショップ実施風景 
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PCM 
WORKSHOP  

 
 
 

7th August 2006 
 
 
 

By  
 
 
 

Workshop Facilitator 
 
 

Akira Matsumoto 
 

JICA Consultant 
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EEPC 幹部との協議 
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エジプト輸出促進機関プロジェクト事前評価調査【第 2次】 
 

 

During the workshop, there were deeply discussed among participants 
to make a “Project “ plan in order to specify detail Activities and also 
Outputs, Indicator, Means of verification and Important Assumption.  
The participants divided into two groups, and discussed and presented 
the results on the analysis below.  

 
 

Project Design Matrix PDM (1) 
 

Subject:  Information/ Data 
 
� 1. Activities: 

 
Currently/On-gong Activities: 

 
   1-1. Data collection: 
 
• Collecting data from GOIEC for monthly reports 
• US customs for verification 
• EUROSTAT & EU trade online (data verification) 
• CAPMAS (data verification) 
• Trade Map & Produce Map 

 
   1-2. Information Center Service: 
 
• Calculate some trade ratios and indicators 
• Using the information technology to deliver the information to the export councils 

and the minister 
• Create different types of accounts for different types of data access 
• Store the collected data 
• Give each export council or exporter an IT account on EEPC database 
• Secure EEPC internal database from viruses, hackers and threads 
• Create a database for EEPC library for store and retrieve the data serial number & 

its status 
 

1-3. Data analysis: 
 

• Analysis for trade figures 
• Statistical models for forecasting 
• Recommendations 

 
     Future activities: 
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• Economical models for trades 
• Manual for trade (statistics, ratios) 
• Country analysis 
• Using EEPC portal to deliver the information to the export councils 

 
 
 
 

Project Design Matrix PDM (2) 
 

Subject:  Market Study & Business Library: 
 
� 1. Activities: 

 
1-1. Request from any ECs, EPPC undertake a market study: 
1-2. Determine Country & specific Industry Study: 
 

• International SWOT analysis for products 
• Studying the free trade agreements 
• Trade profile for trade missions about certain country 
• Undertake detail / specific necessary analysis below: 
• Political analysis  
• Economic analysis 
• Market size demand -supply 
• Consumer habits 
• Logistics information 
• Demographic analysis socio-cultural 
• Distribution chamber 
• Technology analysis 
• Environment analysis 
• Packaging 
• Market access rules and regulations 
• Terms of payment 
• Market price analysis 
• Promotion analysis for products in studied industry 
• Trade fairs 
• Information sources of international market 
• Report from any ECs  

 
1-3. Compile Research Study & deliver data and reports: 
 

• Store the market researches in EEPC database 
• Data analysis and recommendations 
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• Using internal network and EEPC portal to deliver the market studies to the 

exports & export councils 
• Exchanging information and studies with analogous entities and our stakeholders 

 
Other important activities: 
 

• Library 
• Website/ HP 

 
� 2. Output: 
 
2-1. Produce regular report & data with more reliable / accurate information: 
 
• Increase access to new markets 
• Exporter satisfied with information, data & market study 
• Internal integration & integration between EEPC database with internal & 

external resources 
• Quick retrieving for information  
• Number of failures 
• Updated database 
• Database breakdown time 
• Number of database access in the same time 
 

3. Indicator: 
 

• Exporter feedback (number of positive feedbacks & number of negative feedback 
• Matching with EC's data  
• Compare with the external sources data 
• Customer's flow (utilize the data in different use) 
• Achieved export opportunities 
 

4.  Means of verification:  
 

• Number of access new markets 
• Monthly report 
• Reliable data 
• Increase competitiveness ratio 
• Published market study 

 
5. Important assumptions: 

 
• Market study 
• Intensive requests from ECs for a lot of market studies 
• Market studies will be cashed (not for free for specific levels) 
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Project Design Matrix PDM (3) 

 
Subject:  Support Export Councils 

 
� 1. Activities: 

- Prioritize activities based on council’s assessment. 
 

1-1. Coordination & Advocacy: 
  

• Raise the awareness of ECs in business community. 
• Help councils to increase members.  
• Publics ECs services to business community  
• Positioning ECs among business community & related Export bodies. 
• Co-ordinate between EC and services providers. 
• Assist ECs in accessing services of other services providers. 
• Advocate ECs needs & problems within government entities. 

 
1-2. Capacity building:  

 
• Analyze the current situation of the councils. 
• Assist in building and enhancing ECs.  
• Assist in building council’s vision, mission & objective’s.  
• Assist in developing and implementing their action plan.  
• Assist in developing an efficient organization structure for ECs. 
• Transferring and applying best practices to other ECs. 
• Design procedures for info flow between ECs & EEPC. 
• Assist in preparing the ECs promotional material. 
• Design mechanism to insure sustainability & performance of ECs. 
• Tailored training formulation. 
• Conduct training to enhance skills.   

 
1-3. Information:   

  
• Identify ECs’ needs.  
• Analyze ECs’ needs 
• Identify and tackle obstacles. 
• Assist and follow up the implementation of council strategies. 
• Provide ECs and with intelligent market studies and research collaborate 

M.I.U. 
• Provide ECs with validated data.  
• Provide necessary information on exports with international opportunities.  
• Match making opportunity. 
• Assist councils in targeting potential markets. 
• Link ECs with similar international organization. 
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• Coordination with export service & info department at EEPC. 

 
� Available tools to provide accurate data. 
� Available information center. 
� Availability of intelligent information at EEPC. 

 
2.Outputs: 

 
• Active & efficient ECs. 
• Report on current situation of ECs. 
• Strategy of ECs. 
• Action plan for ECs. 
• Match making opportunities.  
• Penetration of new markets. 
• Accurate database of exporters. 
• Accurate Export figures. 
 

3. Objectively verifiable Indicators: 
 

• Increasing demand of ECs EEPC services. 
• Removing main obstacles. 
• Increasing international demand on Egyptian Export. 
• Emerging of new markets. 
• EC achieving targeted Export figures.   
• Increased members of ECs. 

• Work flow chart between ECs & other entities. 
• Suggested solutions for export obstacles. 
• Efficient usage of exports services. 
• Increased export awareness in business community. 
• Cooperation between ECs & their international counterparts. 

 
4. Important Assumption:  
 

• Continuous flow of data & information from other partners. 
• Availability of expertise to provide intelligent information (Sartorial & statistical). 

 
@Other important assumption: 
 

• Political situation locally & internationally. 
• Economical situation locally & internationally.   
• ECs trust for EEPC role & services.  
• Export council vision & mission. 
• Skilled & efficient staff. 
• Available technologies to access data & information. (Equipment) 
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